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一、はじめに
　「生血」は、ゆう子という女性が初めて性行為を経験した後、その身に生じた違和感が繊細に語られてゆく小品である。違和感が性交を機 表れるため、彼女の視点から描写される男性の断片的な言動を繋ぎ合わせ ことによって、表面的には彼女が との性行為のせいで心身ともに傷つき、そ 傷つきが違和感となって表れるのだと、これまで解釈されて た。　研究史を整理すると、フェミニズム・ジェンダー系批評が先行
し、次いでテクストに沿った論考も発表された。研究史はこの二系統に大別することができる。 「生血」が雑誌「青鞜」創刊号（一九一一〔明治四十四〕年九月）に発表されたことから、フェミニズム・ジェンダー系批評では、専ら社会 おいても性愛においても〈男性に支配される女性像〉を描い テクストとして扱わ
れている
注
注
。一方、テクストに基づく研究では、ゆう子が男性に欲
望さ る対象になってしまったことに嫌悪感を覚えるといった趣旨の論が多く、フェミニズム・ジェンダー系批評との明確な違いが打ち出せていな 。　
いずれの先行研究においても、ゆう子が性交によって受ける違
和感は、当時の社会の中で女性が男性に支配されていたことを象徴的に表したものと論じられている。そのため、彼女の独特な身体感覚や心中に浮かぶイメージはほとんど見過ごされてきた。性交後、彼女を襲う違和感は強烈な に掴みどころがない。その違和感を表現する際の拠りどころ なる が彼 の身体感覚および、それと相互に影響し合う金魚の であ 。
　
　
この頻出する金魚のイメージについて考える上で重要なのは
語り手の意識と語りの構造である。本論ではフロイトの意識、前意識、無意識という区分に従って、語り手の意識 あり方を三
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層構造で捉えることとする。表層の①「意識化することができる層」 、中間層にあたる②「意識化しようとすれば意識化できる層」 、最下層の③「意識化できない層」 三層である。　
それぞれの層の間には明確な境界がなく、ゆるやかに繋がって
いる。そして ③意識化できない層からふつふつと湧き上がってきたものが、②意識化しようとすればできる層と①意識化できる層のあわ にイメージとなって表れ、そのイメージを語り手の意識が捉えるものと考える。
　
　
次に、語りの構造については二層構造を措定する。①「表層の
コードに従った語り」と、②「イメージに寄り添おうとする語り」である。表層のコードとは、社会通念・道徳観等に則ったりを要求するコードのことであ　
先程、イメージは意識化できる層と意識化しようとすれば意識
化できる層（前意識）のあわいに浮かんでくるものと規定した。このイメージは辛うじて捉えることができる程度の不明瞭 ものに過ぎず、そのイメージが真に何を表している かは語り手自身にも掴みきれない。そのため、イメージを言 化す ことは非常に困難なのである。 れでもイメージを言語化 ようと試みりが②のイメージに寄り添おうとする語りで り、いわば深層の語りだといえる。
　「生血」には、頻繁に「～のやうに」という比喩を用いた語りが現れるが、こうした比喩の多用が、語り手がイメージに寄り添って語ろうとする姿勢と、比喩を用いることでしか語ることができない、イメージを言語化することの困難さを物語ってい 。　金魚イメージと密接に関わる語り手の意識と語りの構造につい
て予め定義したのは、 「生血」を読み解くための鍵とな 、 り手の言語化できない違和感を代わりに物語っている 他でもない金魚イメージだからである。　
なお、 「生血」は三人称の語りだが、ゆう子の深層から浮かび
上がるイメージを身体感覚に分け入って語ろうとする り手は、ゆう子にほぼ焦点化しているものと考えてよいだろう。　
本論は語り手が言語化できない違和感 源にあるものを顕在化
させ、それを論理化し、統合 ゆく試みである。
二、 〈私〉の傷つき
─
金魚イメージの内在化
　
ゆう子は恋人と思しき安藝治と宿で一夜を共にする。その翌
朝、彼女の身体はぼんやりとした倦怠感に覆われており、その様子から初めて性行為を経験したこと 窺える。　
彼女は宿の部屋の縁側に置かれた金魚鉢に興味を示すと、傍に
しゃがみこんで金魚に一匹ずつ「紅 ぼり」 、 「緋鹿の子」 、 「あけ
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ぼの」 、 「あられごもん」と名前を付けていく。これらの名前がすべて女性の着る着物の色柄の名称に因んでいることから、金魚紅白の体色と特徴的な長い鰭が女性の着物姿に重ねられていると分かる。 「緋鹿の子がお
侠きやん
に水をきつてついと走つた」という語
りからも、金魚が着物を纏った「お侠」な女性の姿に喩えられていることは明らかだ。　
ゆう子がシネラリアの花
注
注
を水面に落とすと、金魚は花びらに触
れた途端驚いて「大きな尾鰭を振り動かし」ながら鉢の底へ沈んでいく。金魚の俊敏さと柔 く揺れ動く大きな尾鰭は、彼女の目を惹きつける魅力的な特徴のようだ。　
ところが、ゆう子の脳裏に昨夜の安藝治との情景が甦ると、様
相は一変する。それまでには感じ れなかった「生臭い金魚の匂ひ」がぼんやりと漂い始め のである。彼女は匂いの正体を掴もうとするかのように、その匂いを嗅ぎ続ける。だが、それが「男の匂ひ」であると悟ると たちまち全身に震えが走　
ゆう子にとって、金魚は着物姿の女性を連想させる生きも だ
が、その金魚から生臭い「男の匂ひ」を感じたことで、彼女の抱く金魚イメージは男性と交わった女性のイメージへと変化すすると、金魚は「男の匂ひ」を帯びた彼女自身 想起させる生きものとなるのだ。
　
先ほどまで戯れていた愛らしい金魚の中に安藝治と交わった自
分の姿を見出した時、ゆう子には抑えがたい衝動が湧き上がる。嫌悪感、抵抗感、拒絶感が混然一体となった衝動は、まず身体の震えとして表れ、次に「いやだ。いやだ。いやだ」という叫びにも似た言葉となって発せられる。その衝動が何に対するものかは言語化するこ ができないまま、彼女は金魚を刺し殺す。
　
　
生臭い金魚が「男の匂ひ」を帯びたゆう子自身を揺さぶるの
は、彼女が男と交わった自分自身に強い違和感を抱いているからである。それは性交によ て肉体に生じた表層的な違和感と うよりも、もっとずっと深いところにある根源的な傷つきによるものだと推察される。なぜなら、衝動となって表れる違和 は非常に激しいものなのに、 の違和感が何に起因す のかは彼女自身にも捉えきれてい いからである。それゆえ、そ 違和 を言葉にすることはできな 。　
ゆう子自身のありようは、言葉の代わりに金魚イメージが豊か
に物語ってい 。はじめは生き生きと輝く可憐な女性のイメージを纏っていた金魚は、 「男の匂ひ」を発する 性のイメージへ変化した途端、ゆう子の手で殺されるべき対象へと変貌する。息絶えた金魚は「赤 まだらが乾いて艶が消え」 「花の模様の踊り扇をひろげた様だつた尾鰭」も「すぼん やうにだらりと萎れ」
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た姿に変り果てる。こうした一連の金魚イメージの変化には、彼女の身体感覚に生じた違和感が投影されている。言うなれば、金魚はゆう子の自己イメージなのである。　
男と交わる前のゆう子の自己イメージは生き生きとして愛らし
い金魚に、そして「男の匂ひ」を発する現在の自己イメージは、艶が消えて輝きも褪せ、尾鰭の萎れた醜い金魚の死骸に、それぞれ重ねられている。 「男の匂ひ」を契機に金魚イメージに生じた劇的な変化は、男性との性交を経験するまでは満たされていた〈私〉から、性交を経て傷つき損なわれてしまった〈私〉へという、彼女の自己イメージの変化を表しているのだ。　
金魚の目玉を突き刺す直前、彼女は身体に生じた違和感を次の
ように語る。
刃を握つて何かに立向ひたい様な心持
─
昨夜からそんな心
持に、幾度自分の身體を
掴みしめられる
だらう。 （傍線筆者）
　
自己イメージの傷つきに根を持つ衝動は、何かに身体を「掴み
しめられる」ような不快な感覚として表れる。その直後 ゆう子は目の前の金魚鉢に手を伸ばす。
ゆう子は片手を金魚鉢の中にずいと差入れて、憎いものゝやうに金魚をつかんだ。

（傍線筆者）
　
身体を掴まれるように襲ってくる「刃を握つて何かに立向ひた
い」衝動に従って、ゆう子は刃の代わりに襟元を留めていた金のピンで金魚の目玉を刺し貫くのである。　
ゆう子に生じた「身體を掴みしめられる」感覚は、彼女の手で
金魚を「つかんだ」ことによって金魚にも伝えられ、両者は身体を掴まれる感覚を共有するのである。この〈掴まれる〉という身体感覚の共有によって、本来異なる主語であるはずの「ゆう子」と「金魚」も癒着する。ゆう子の身体が違和感に覆われる時、彼女の自己イメージは金魚イメージと融合するようになる。　
では、ゆう子が金魚を殺す際に、目玉をピンで突き刺したこと
はどのように解釈されるだろうか。既に指摘したように 自己イメージと金魚イメージには同一化が起き る。 が魚の目玉を突き刺す行為は、自身の目 突 刺す象徴的行為としてゆう子に折り返すこと なる。 ら 潰せば 男の匂いを放つ〈私〉を想起させる金魚の姿を見ずに済む。同時にいを 見つめ 他者 眼差し 拒むこともできる。後者には、金魚の「胡麻粒のやうな目 玉」の眼差しまでも含ま
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れている。　
つまり、男と交わった自分を見ること／見られることへの激し
い抵抗感が、目を突き刺す〈金魚殺し〉となって表れたのである。その抵抗感の深層に潜むものは、性交による傷つきにほかならない 〈金魚殺し〉にみられる通り、金魚は一方でゆう子の自己イメージと融合しながら、他方で彼女を眼差す他者性を持ち合わせてもいる。彼女 金魚イメージは一つに統合されるもの はなく、多義的・重層的イメージなのである。　
ゆう子の〈金魚殺し〉は恋人の安藝治に対する攻撃であると解
釈する向きもある
注
注
。しかしながら、金魚がゆう子の自己イメージ
と重なっている点を踏まえると、 〈金魚殺し〉を象徴的な安藝治殺し 捉えるのは、表層的解釈とは言えないだろうか。金魚の目玉をピンで突き刺した際、彼女は金魚の体を貫通したピンの先自分の人差指までも傷つけている。ここからは、安藝治に対してではなく、 「男の匂ひ」を発する彼女自身に向けられた攻撃性すら読み取ることができよう。そ て、 〈掴 れ 〉感覚と同様ここでも身体に負った傷が彼女と金魚との間で述語的に共有されているの ある。　
金魚を殺した後も、ゆう子の中には金魚がイメージとして留ま
り続ける。そして、自 では明瞭に捉えるこ も語 こともでき
ない傷ついた自己イメージが、同じく傷ついた金魚イメージとして表出するようになるのである。　
金魚の姿に、男性と交わった受け入れがたい自分の姿を、ひい
ては性交によって を見出したゆう子は、宿の部屋に据えられた大きな姿見の前に座り込み、鏡の中から見つめ返す自分の視線を意識しながら、傷ついた人差指を慰撫するように口に含んで涙を流す。傷ついたのは人差指であるが 彼女が癒そ としているのは、傷つい 〈私〉そのものであろう。　
ゆう子は「泣いても泣いても悲しい」と語る。その悲しみには
「自分の頬をひつたりとなつかしい人の胸に押あててゐる時」のような「甘つたるさ」が滲み、 「泣くだけ泣 て、涙が出 だけ出て、蓮花に包まれて眠るやうに花の露に息をふさがれて死ねものなら嬉しからう」という、傷ついた自分 酔いしれ な過剰な語りを結ぶ。その一方で、 「たとへ肌がやき くす程の熱い涙で身體を洗つても、自分の身體はもとに返らない。もう舊
もと
に
返りはしない」という に、性交を経験して損なわれる前の〈私〉には戻れない〈悲しみ〉も消え去ってはいない。　
彼女はナルシスティックで演技性の強い語りによって身体に生
じた違和感を塗り替えようとするが、鏡 映っ 下半身 目 入ると、再び違和感に襲われてしまう。
−138−
紫紺の膝がくづれて赤いものが見えてゐた。　
ゆう子は其れを凝と見た。そのちりめんの一と重下のわが
肌を思つた。　
毛孔に一本々々針を突きさして、こまかい肉を一と片
づゝ抉りだしても、自分の一度侵つた汚れは削りとることができない。
─
　
血液を連想させる赤い腰巻がゆう子の視線を引きつけ、腰巻の
下にある「わが肌」に思い至ると、彼女が抱えていた違和感は自己の傷つきによる違和感と、肉体に生じた性的違和感との二つに分かれ、か 重なる。そして、自ら針を突き刺してできた人差指の傷と相俟って、毛穴に針を刺して抉り出しても取り除くことのできない「汚 」として語られることになる。　
ところで、性交を経験した身体に「汚れ」を感じるという言説
の背景には、当時の社会にも既に浸透していた未婚の女性の純潔規範や処女の特権化がある
注
注
。
　「汚れ」という表現を男性に性的に支配される女性の語りと解釈する論が散見されるなか、山﨑眞紀子は「女性言説の萌芽
─
田村とし子『生血』論
注
注
」において、異なる視点から考察を試みて
いる。　
山﨑は、男女関係を表す言語表現や社会通念、規範等が男性主
体で作られたものであるとした上で、 「蹂躙」や「汚れ」等の表現がゆう子の語りに馴染まない言葉であることに注目する。そこから男性の視点に立った性愛をめぐる慣用的な言語表現と、彼女が語ろうとする自身 感覚とのずれを読み取ろうとしている。
　
ゆう子は、金魚の匂いに「男の匂ひ」を感じて嫌悪と苛立
ちを覚えるが、それは、男性と性的な関係を結んだあとの感覚が、女にとっては、 「蹂躙された」や「汚れた」と名付けることによってしか表現さ てこなかったため、ゆう子も自分の身体が「蹂躙され」 「汚れた」と感じてそのような気持ちを抱くのではないか。
　
つまり、彼女は性交後の身体感覚を言い表す言葉を持たないの
で、 「男性の観点から見られ、感じられ、想像されて作られた言語」を用いるしかないのだと述べる。　
山﨑の言う「男性と性的な関係を結んだあとの感覚」は、処女
喪失という事実に伴う傷つきであり、肉体に侵入さ たことで生じた違和感を指すと考えられる。し し 性交 よってゆう子に
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生じた違和感は、具体的な部位の肉体的な傷つきとしてではなく、 「ぼんやり」と漂うばかりで掴みどころがない生臭い匂いとして表れるのである。さきに指摘した通り、彼女の違和感の根源にあるのは 身 奥に潜む自己イメージの傷つきなのであって、肉体の表層に留ま 喪失感や傷つ とは異なる。そもそも確かな形を持たない自己イメージの傷つきであるから、容易には言語化もできない。　
傷ついた自己イメージから発する違和感は、匂いや震え等の身
体感覚を通じて感受され表出されるが、 あくまで違和感としてしか言語化されない。ここで ゆう子が違和感の根源にある自己イメージの傷つきにまで思い至ることはないのである。その理由につい は、後に詳述する。　
ゆう子は性愛をめぐる既成の語彙を当てはめることで、捉えど
ころのない違和感を語り収めようと試み しかし、身体感覚として表出した違和感が、男に「蹂躙」され「汚れ」たために生じたものではない以上、既成の 彙を当てはめても掬い取られることはなく、言葉の外に取り残される。その違和感は金魚イメージを形づくり、ゆう子 身体感覚と呼応 ながら、時間の経過に従って徐々に変化し、膨れ上がって行く である。
三、深層の語り
─
金魚イメージと身体
　
ゆう子は安藝治とともに宿を出て往来をあてもなく歩くが、着
崩れて「皺だらけ」の着物には「あざやかな
色いろ
彩どり
」も見えない。
この姿は「艶が消え」て尾鰭が「だらりと萎れ」た金魚の死骸に呼応している。　
真夏の強烈な日差しを浴びて、無言のまま歩く彼らを一人の
雛おし
妓やく
が追い越して行くと、ゆう子の視線は彼女に吸い寄せられる。
絵模様の朱の日傘の下から、俯向いて衣紋をぬいた細い頸筋が解けさうに透き通つて白々と見える。荒い矢羽根がすりの紺すきやの裾掛けが、眞 白な素足をからんではほつれ、からんではほつれしてゆく。貝の口にむすんだ紫博多の帯のかけがきりりと上をむい ゐる
　
ゆう子の視線は雛妓の透き通るように白い頸筋や素足、足の運
びに合わせて揺れ動く着物の裾に焦点を結びつつ、全身を舐め回すような執拗さで追いかけている。安藝治の服装に いては「生つ白いパナマの帽子」に着物姿であ ことしか語られないのに対して、通りすがり 雛妓の装 は細やかに描写されており、ゆう
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子がいかに雛妓に惹かれているかが見て取れる。特に雛妓のなまめかしい素肌 注がれる眼差しは、安藝治に対す 眼差しとは明らかに異質のものである。　
ゆう子は雛妓の姿に惹かれながらも、損なわれた〈私〉を思
う。
　
薄い長い袂が引ずるやうな、美しい初々しひ姿をゆう子は
ぎらつく空の下でしみ〴〵と眺めた。そうして羨しかつた。かうして昨夜の身體をその儘炎天にさらして行く自分には、日光に腐爛してゆく魚のやうな臭気も思はれた。ゆう子は自分の身體を誰かに摘みあげて抛り出して らい度いやうな気がした。
　
雛妓の振袖は「引ずるやうな」長い袂であると強調されている
が、この長い袂が金魚の大きな胸鰭に通じ、ゆう子に殺される以前の輝くような女性性を帯びた金魚イメージが甦り、 「美しい初々しひ姿」の雛妓と重なり合うのである。雛妓を羨むゆう子は雛妓の姿に、 「もう舊に返りはしない」満たされていた頃の自己イメージを見出している。　
雛妓の「美しい初々しひ姿」に引き替え、ゆう子は自分の身体
から「日光に腐爛してゆく魚のやうな臭気」が漂うのを感じる。〈生臭い〉 〈男の匂ひ〉は、金魚から発する匂いとして捉えられていたが、ここでは腐った魚のような匂いが彼女自身から立ち昇る臭気となって表れるのである。　
ゆう子の感じる匂いが「日光に腐爛してゆく魚のやうな臭気」
であること、これに続いて彼女の気分が「自分の身體を誰かに摘みあげて抛り出してもらい度いやう」だと語られることからも分かるように、彼女は自らの手で殺して放り捨てた金魚の死骸のイメージに拠って〈私〉を語っているのである。　
金魚の死骸はイメージとして彼女の中に留まり、強い日差しに
照らされている現在の彼女の身体感覚に呼応し 「腐爛」する。腐った金魚イ へと変化した彼女の自己イメージ 、抑えがたい違和感を腐敗臭という形 自身に投げかけるのであ 。　
それでも、ゆう子は腐敗臭の根源にある傷つき損なわれた
〈私〉に気付くことはない。腐敗した金魚の死骸のイメージ、さらに腐敗臭として表れる違和感は、傷ついた 己イメージが不快で受け入れがたいものであ ことを表しているからである。ゆう子が違和感を抑圧しようとするたび、その違和感は逆にますます受け入れがたいものとなり、金魚イメージとともに膨張し続ける。
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ゆう子の語りには、時折彼女を「女」 、安藝治を「男」に置き
換えた語りがみられる。雛妓を見かける直前、ゆう子は心中で「もう別れなければ。もう別れなければ」と独語し、 「昨夜の事を唯一人しみ〴〵と考へなければならないやうな焦
あ
慮せ
つた思ひ」に
駆られる。
けれどゆう子は何うしても自分から
男
0
へ口がきけなかつた。
両手も両足もきつい鐵
かな
輪わ
をはめられたやうに、少しも身體が
自ま
由ゝ
にならなかつた。
　「自分に蹂躙された
女
0
が震へてゐる。口もきゝ得ずにゐ
る。さうして炎天を引ずり廻されてゐる。女
0
は何所まで附い
てく つもりだらう。 」　
だまつてる人は其
そん
様な
ことを考へてゐるのぢやないかとゆう
子は不意と思つた。

（傍点筆者）
　
ゆう子はまるで世間の目を代弁するかのように、自分を「蹂躙
された女」として語っている。しかし、ゆう子は安藝治に強姦されたわけではないのだから、 「蹂躙」という表現は二人の関係にそぐわない。また、安藝治に強制されて付き従っているわけでもないので、震えながら引きずり廻されているという語りも、彼女
のありように適した表現とは言えない。だとすれば、まず「きつい鐵輪をはめられたやう」で自由にならない、こわばった身体感覚として表れる違和感をこそ読み取るべきであろう。　
ゆう子が性行為によって違和感を覚えたのは、見知らぬ男に
「蹂躙」されたからではない。合意のもとに安藝治と結ばれたはずなのに、にもかかわらず激しい違和感が生じたのである。しかも、その違和感の内実は彼女自身にも明瞭には捉えられず、言語化することもできない。　
そこで、ゆう子は自身を「女」 、安藝治を「男」と置き換えて
一般化し、性交によって「女」が違和感を覚えるという社会的コードで語ることで、それを了解しようとするのである。すなわち、性的に支配する「男」によって「蹂躙」され「汚れ」てしまったために、 「女」であるゆう子 違和感が生じたのだと う物語を編み直そうとするの
注
注
。これが、本論のはじめに触れ
た、表層のコードに従った語り 。　
しかし、 「蹂躙」や「汚れ」は彼女の違和感を抑圧するために
持ち出された 現に過ぎないのであ から、 「汚 」といった肉体の表層について違和感を語ったところで 彼女の抱える自己イメージ 傷つきを語り尽くすことはできない。
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炎天下を歩き続けたゆう子と安藝治は、浅草公園と思しき場所
にたどり着く。公園内を通り抜ける間、ゆう子は自分たちに注がれる視線を気にかけている。 「潮染めの浴衣を着て赤い帯をしめた、眞つ白な顔をした女」や「肌をぬいで網襦袢になつた男」が二人をじろじろ眺めているように感じられるのだ。
ゆう子は然うした卑しい表情で自分たちを見て行く人と、今の自分と云ふものの上とにそれ程の隔だ りがあるやうに思へなかつた。いくらでも覗きた ほど自分を見せてやれと思つた。どうせ自分は、そ 人 ち は珍らしくない矢つ張り腐つた肉に包まれてるやうな人間だ 思つた。
　「卑しい表情で自分たちを見て行く人」とは、浅草界隈で働く人々を指すのだろう。明治・大正時代の浅草には、浅草寺 取り巻くように芝居小屋や見世物小屋、活動写真館等が賑わう か、女性たちが性 売り物にする店も無数に存在した
注
注
。当時の浅草周
辺は、猥雑さを孕んだ一大観光名所であった。　
ゆう子が目に留めたのは、そのような場で働く人々である。彼
らの身なりに比して、ゆう子と安藝治の装いは属する階層の違いを物語っている。そのために二人が人目を引いたとは考えられる
が、人々が二人を眺めたところで、婚前に肉体関係を持った男女であることが窺い知れるはずもない。けれど、ゆう子は公園内で見かけた人々の顔に「卑しい表情」を見て取るのである。　
こうした語りも、やはり既成の社会規範や倫理観に覆われてい
る。嫁入り前に男と関係を持った女は下層の人々にすら「卑しい」表情で見られ、男と交わって 汚れ」てしまった自分は「腐つた肉に包まれてるやうな人間」だというのである。これらもまた、表層のコードに従った語りであるのは言 ま もない。　
その語りの中でも、 「腐つ 肉に包まれてるやう」だというの
は、ゆう子の身体感覚と内界の金魚イメージに基づ た表現といえよう。これまでは、自身が腐った魚のような臭いを放って るように感じていたが、さらに、ここでは はなく〈私〉が腐った肉に包まれているようだと感じている。もはや彼女は不快な自己イメージを金魚イメージとして言分けす ことが き なている
注
注
。
　
自己イメージの変化に伴い、ゆう子 違和感はある衝動となっ
て再び湧き上がってくる。彼女は「何となく自分の身體を何かに投げつけたいやうな、太
ふて
たことが云つて見たいやうな」捨て鉢な
気分を感じ取る。それに続けて、 「けれど矢つ張り男に口をきく
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のはいやであつた」とも語る。自分を「蹂躙」した恐ろしい男に口がきけないという表層のコードに貫かれた語りを破って、男に口をきく が「 や」だという本心が溢れ出るのである。ただし、安藝治に向 て「いや」だと言うことまではできず、その言葉を呑み込んだまま彼とともに歩き続けるのだ。
四、不気味な欲望
─
金魚から蝙蝠へ
　
ゆう子は安藝治に促されて見世物小屋へと入る。二人は二階の
客席に上がるが、そこは暗く湿り気を帯びた空間であった。わずかな見物客は二人の姿に目もくれず、一階の舞台上で行われる出し物に見入っている。安藝治と離れ二階の後方へ腰掛けて、彼女は帯から塗骨の扇子を取り出し、お むろに扇ぐ。する 、 「香水の匂ひがなつかしく沁み」るよう 感じら た。　
これまで彼女が嗅ぎ取った匂いは、金魚に由来する生臭い匂い
や腐敗臭等 不快な匂いであ た。それに対して、 「なつかし」い香水の匂いは心地よい香りである 扇子 染み込んだ香水の香りは、小屋 中で初めて嗅ぎ取られる。その代わり 小屋の中ではこれまで彼女を苛んでいた不快な匂いも消えている。　
不快な匂いが感じられないのは、この小屋の中では損なわれた
自己イメージが活性化せず、違和感が薄れるからだと考 ら
る。これまでは金魚や鏡に映る自分、あるいは公園内の人々の眼差しが引き金となって違和感が活性化し、激しい衝動が湧き起こっていたが、薄暗く人気もまばらな見世物小屋の中では暗闇に身体が溶けてゆくような安らぎを覚えてい 。　
ふと気が付くと、舞台の上には振袖に浅黄色の男袴を穿いた娘
が現れていた。ゆう子はこの娘に魅入られたように惹きつけられる。
　
その娘は台の上に仰向に寝て足の先で傘をまわした。眞つ白な手甲が細い手首を括つてゐた。台 両脇に長い袂が垂れてゐた。窄んだ傘を足でひろげて傘のふちを足に受けてくる〳〵と風車のやうにまわしてまわしぬく そ 脛当ても眞つ白かつた。そうして小さな白足袋
─
浅黄繻子の男袴が時々
ひだを乱して、垂れた長い袂が揺れる。その時の下座の三味線の、糸 手繰つては縺らせ、縺らせては手繰りよせるやうな曲がゆう子の胸をきつと絞つた。
　
娘の素肌がのぞく手足と脛はそれぞれ「眞つ白」な手甲と足
袋、脛当てに覆われ、素肌は程よく清潔に隠されている。足の先で傘を回しても、男袴を穿いているため着物の裾がめくれ上がる
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こともない。透き通るように白い素肌を見せて歩き去った「美しい」雛妓に比べ、一見す と男袴の娘からはエロティックな魅力は感じられない。だが、ゆう子は三味線の旋律に煽られるように胸が締めつけられ、男袴の娘に思い乱れていく。　
ゆう子が男袴の娘に惹かれるのは、この娘がゆう子にとって好
ましい要素を兼ね備えていたからである。振袖に男袴という装いは、金魚の特徴である大きな胸鰭と尾鰭を思わせる姿である ゆう子 金魚の体の中 も、とりわけ尾鰭が揺れ動くさまを好んでいたが、男袴の娘は足の動きに合わせて袴を振り乱していた。袴の激しい動き 芸を披露する娘の全身から漲る躍動感は、ゆ子が心を寄せる「お侠」な金魚 イメージにも繋がる。 「男袴」は、雛妓から感じられたあからさまなエロスや女性性を抑制した装いでもある。　
ゆう子は演技を終えた娘の「髱がつぶれてゐた」さままで見逃
さず、娘の寝乱れた姿にも興奮を覚えているよう 。男袴の娘に注がれる眼差しからは、雛妓に抱いていた好意をも超えた性的な興奮すら窺える。男袴の娘 後にも出し物は途切れることなく披露されるが、彼女は疲れを感じ 「自分の身體が汗 中へ溶け込んでゆくやうな気持」になる。
自分は何か悲しまなければならないことがあつたのにと思ふ傍から、　「何うにでもなれ。何うにでもなれ。 」と云ひ度い気がする。何所まで落ち込んで行つたところで、落ち込んだ先には矢つ張り人の影は見える
─
と思つてゆう
子は小屋の中の人たち なつかしかつた。浅黄繻子の男袴─
それがゆう子の眼先をはなれなかつた。
　「悲しまなければならないこと」とは、宿の姿見の前で語った
〈悲しみ〉 、すなわち性交によって生じた違和感を処女喪失や、肉体の傷つきとして捉え、それを「汚れ」と表現した時の〈悲しみ〉のことである。その〈悲しみ〉に対して、再びふつふつと衝動が湧き立ってくる。 〈悲しみ〉をめぐる表層のコードに従った語りにもまた、 「何うにでもなれ」という内なる言葉によって裂け目ができるのである。　
すると、どこまで落ち込んで行っても「人の影」は見える、と
いう前後の繋 を欠い 唐突な語りに続いて、 「小屋の中の人たちがなつかし」いという言葉が述べられ こ 文脈に従えば、 「人の影」は「小屋の中 人たち」を指すことになるが、直後に彼女は「浅黄繻子の男袴」の残像に強く囚われたままである
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ことを明かしている。したがって、 「人の影」とは男袴を穿いた娘の影 いうことにな　「人の影」が「小屋の中の人たち」から「浅黄繻子の男袴」へと徐々に焦点化される を踏まえると、ゆう子が「なつかし」く感じたのも男袴の娘と推定してよいのではないだろうか。　懐かしいという言葉には、心惹かれ離れがたいという意味と、
過去の思い出が慕わしいという二つの意味がある。また、この場面の他にも、ゆう子は懐かしい人の胸に頬を寄せた時の暖かさや、扇子に染みた香水の香りを〈なつかしい〉と表現している。これらの語りを踏まえると、彼女にとって〈な かし 〉という言葉は、過去を振り返る意味に加えて、対象への好意や陶酔感を表す だといえるだろう。　
ゆう子が見世物小屋の中で初めて見た娘を〈なつかしい〉と感
じるのは、 「お侠」な金魚を思わせる男袴 娘を好ましく思ったからだけで ない。男袴の娘が、傷つき損なわれる以前の〈私〉の姿に重なったからに他なら いのだ。そして、そ 〈なつかさ〉 中 は、娘に寄せるゆう子の欲望も潜んでい 。　
つまり、ゆう子にとって、性的な欲望の対象となるのは女性な
のである。
　
ゆう子は雛妓と男袴の娘に惹きつけられているが、とりわけ男
袴の娘に性的な興奮を感じている様子である。では、雛妓と男袴の娘に対する欲望の表れ方が異なるのは何故なのだろうか。それは、雛妓と男袴の娘の持つそれぞれの魅力と、二人の女性と出会った場所の二点から説明できる。　
雛妓は華やかな装いの隙間から透き通るように白い素肌を晒
し、あからさまなエロスを感じさせる女性である。一方 男袴娘は肌の露出を控えて男袴を穿くことで女性性 抑えた姿である。男袴の娘が雛妓に比べて幼く、あどけ い少女 ことも窺え また、金魚を連想させる装いで男袴を振り乱すことによって、金魚のような躍動感を帯び、情事の を思わせる着物や髪型の乱れが僅かにエロスを醸し出し もいる。女性性とエロスが抑制されたあどけなさの残る男袴の娘が ゆう子 に対する欲望（それは本人にとっても自覚的で い） 刺激するのである。　
次に、雛妓と男袴の娘に出会った場所について考えてみたい。
雛妓と出会った真昼の往来は他者の眼差しも気に かる場所であり、強い日差しが違和感に伴う不快な身体感覚を呼び起こすため、金魚を思わせる美しい雛妓への欲望はすぐさま抑圧される。それに対して、見世物小屋の中では他者の眼差しから解放され、
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身体の緊張が和らぐとともに、それまで抱えてきた違和感も薄れている。浅草の一隅にある見世物小屋の中は、聖と俗の入り混じった倒錯的な空間であり、社会規範の拘束からも解かれた場だといえる。　
他者の眼差しや社会規範から解放された薄暗い小屋の中におい
て、異性愛の枠組みを逸脱したゆう子の女性に対する欲望は、初めてひらかれた である。　
男袴の娘の残像が消えないうちに、ゆう子は安藝治の「細 頸
筋」を「ぢつと見つめ」る。雛妓や男袴の娘にしたように、安藝治をじっと見つめる様子はこ 場面にしかみられない。ところが、ゆう子が見つ るのは安藝治 顔ではなく、その「細い頸筋」に限られている。彼女は雛妓に惹かれた際も 雛妓 透き通るように白々とした「細い頸筋」を見つめてい 。この「細い頸筋」はゆ 子の好む女性性 安藝治に重ねられ 部位なのである。ゆう子の語る安藝治の姿は印象に乏しく、雛妓や男袴 娘に向け ような好意も読み取ることが難しい。そんな安藝治への関心を繋ぎとめてい が、 「細い頸筋」に凝縮された女性性だと言えよう。　
ゆう子はなぜ、表層のコード、すなわち異性愛の枠組み 中で
自身の違和感を語ろうとするのか。それは、異 愛の枠組みから
逸脱した自身のセクシュアリティを認めることに抵抗があるからだ。安藝治との性交によって自己イメージが損なわれたのは、自身のセクシュアリティ あり方とは異なるにも関わらず、男と性交渉をしたからではないだろうか
注
注
。
　
ゆう子は「夢の中のものを掴まうとするやうな気分」に襲われ
る。すると、不意に「かさつと云つた羽
はばた
搏きのやうな音」が聞こ
える。音のした後方を見回すと、ある物体が目に入った。
　
ふとその後の羽目板に大きな魚
うを
の尾
ひ
鰭れ
のやうな黒いものの
動いてるのが目に付いた。ゆう子はぢつとして其の動くものを眺めてゐた。動かなくなると 扇子でその黒いものをぢつと抑へて見た。扇子をひく儘にその黒いものがだん〳〵羽目板の外へ引摺られて出てくる。何 も付かず一尺ほど引きでた時、その
輪ぐるり
郭
をぐるりと見て
─
それが蝙蝠の
片かた
々〳 〵
の
翼だと知れた。
　「大きな魚の尾鰭のやうな」という比喩から、この物体は腐敗した金魚イメージが変化したものと推察される。肥大した自己イメージは、金魚を用いた比喩で表される内界のイメージから、彼女がその目で確かめられる蝙蝠イメージへ 変化したのであ
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彼女は「身體の血が冷え付いたやうな思ひ」がすると語るように、自己イメージそのものを自分の目で見てしまったことに恐ろしさを感じている。　
蝙蝠の翼は、彼女が再び振り向いた時には既に跡形もなく消え
失せていた。このことは、それが膨張する否定的な自己イメージに恐れを抱くゆう子 見た幻覚であることを示している
注注
注
。
　
ゆう子と安藝治が小屋を出る頃には、もう夕方になっていた。
小屋の中での体験を経て、彼女 様子には僅かな変化がみられる。　
これまでは身体感覚に表出する違和感を表層のコード 合わせ
て語り収めようとしていたが、小屋を出た後で 、目眩がするほどの空腹感と汗の染みた着物が肌に触れる不快感に促されるようにして、ゆう子は安藝治に初めて「私は帰りたい」と自らの意志を言葉にするのである。　
けれど、それも一瞬の とで、結局は安藝治に流されるよう
に、これまで同様当てもなく歩き続けてしまう。彼女は小屋の中で蝙蝠の翼となった自己イメージを確かめたが、そ が何を表すのかについては無自覚なままなのであり、そのイメージ 表現するのにふさわしい自分の言葉も発見できていない ある。　
ここで「自分の身體を男が引つ抱へて何所へでもいいから連れ
てつて来れればいい」と投げやりな思いに駆られるゆう子を引き留めるように、あるイメージが浮かび上がってくる。
蝙蝠が、浅黄繻子の男袴を穿いた娘の生血を吸つてる、生血を吸つてる
─
　
このイメージをフェミニズム批評のコードで読み取るならば、
「蝙蝠」は安藝治あるいは男性の象徴であり、 「浅黄繻子の男袴を穿いた娘」はゆう子や男袴の娘、あるいは女性の象徴となる。したがって、 〈蝙蝠が娘の生血を吸う〉イメージは、社会制度上も性愛におい も男性が女性を支配し、搾取す イメージとして捉えられることになる。　
しかしながら、 「蝙蝠」が金魚の死骸のイメージの変化したも
のであるとす ば、 「蝙蝠」はゆう子自身の象徴とな 。つまり〈蝙蝠が娘の生血を吸う〉イメージは、無意識から湧き上がる娘への欲望を暗示するイメージとなるのである
注注
注
。
　
ところで、 〈蝙蝠が娘の生血を吸う〉イメージの源泉は、日本
文化の中には見出せない。古来より和歌に詠まれた蝙蝠（かわほり）は、夕闇の空を飛びまわる鳥の うな生き 、 いは蝙蝠扇を指す言葉である。日本には吸血コウモリも 息していな
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い。中国文化においては、蝙蝠の「蝠」の字が幸福の「福」の字と同音であるため、蝙蝠はむしろ吉祥物と考えられている。江戸時代には蝙蝠紋が流行するなど、日本においても蝙蝠をとりわけ不気味な生きものと捉えるよう 習慣はなかった
注注
注
。
　
そのため、 〈蝙蝠が娘の生血を吸う〉イメージの源泉は吸血
鬼にあると考えられる。吸血鬼のイメージが世界的に広またのは、ブラム・ストーカーの『吸血鬼ドラキュラ』 （初刊は一八九七年）が人気を博し、各国語に翻訳された時期である。吸血鬼のドラキュラ伯爵は蝙蝠や狼へと自在に変身でき、若い女の生血を渇望する。　
実は、 『吸血鬼ドラキュラ』には ドラキュラ 男性に対する
欲望が窺える箇所があ
る
注注
注
。また、吸血鬼小説の祖とされるジョ
ン・ポリドリの「吸血鬼」 （一八一八年発表）で と若い男との関係性 ホモセクシュアルを匂わせ、一方、ジョゼフ・シェリダ レ・ファニュの「吸血鬼カーミラ」 （一八七一～七二年発表）では、女吸血鬼が若い女の生血を吸う場面が性行為を髣髴とさせる濃密さで描写されている。　
吸血鬼をモチーフに取り入れ、吸血行為を描写することは「性
そのものは扱わずにエロティックな雰囲気 描ける
注注
注
」ため、直接
的な表現を避けながら性行為や同性愛を描くことができ 右に
挙げた吸血鬼小説において、あくまで吸血鬼イメージや吸血行為によって同性に対する性的欲望・性行為が暗示されるに留まっているのは、これらの吸血鬼小説にもまた異性愛を前提とする社会規範の規制が働いているからである。ゆう子と吸血鬼は、抑圧された同性への欲望が吸血行為として表れる点で通じており、吸血鬼は彼女の自己イメージであるといえる。　
金魚イメージから変化した蝙蝠イメージは、はじめ片翼の蝙蝠
という不完全なイメージとして出現す 。これは、ゆう子の同性に対する欲望が未だ自覚されず、満たされていないことを表しているもの 解釈できる。　
したがって、その後にゆう子の内界に出現した〈蝙蝠が娘の生
血を吸う〉イメージは、自己イメージという りも、彼女の願望がイメージ化した と考えた方がよいだろう。あくまでも、イメージの中だけだが、彼女の自己イメージである蝙蝠 男袴の娘の生血を吸うことで欲望は満たされ 蝙蝠も片翼ではなく完全体となっている。　
ゆう子の同性に対する欲望が集約された願望充足的なイメージ
は、安藝治に流され ままついて行こうと 彼女に対して、深層から発せられる警告のような働きがあ とも考えられる。　
このイメージが浮かんだ直後、ゆう子は安藝治に手を取られ
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る。すると、反射的に「生臭い匂い」を嗅ぎ取る。以前の彼女は、傷ついた自己イメージが揺さぶられた時に、腐敗臭や腐った肉に包まれたような感覚として強い違和感を覚えていた ところが、小屋の中で彼女の同性愛セクシュアリティが刺激され 後では、安藝治と手が触れ合った瞬間に「生臭 匂い」として違和感を覚えるのである。こ までは自己イメージの傷つきに起因し表出していた違和感が、男性と触れ合うことで直接的に生じる違和感となっ 表れている。つまり、ゆう子のセクシュアリティとは異なる対象と身体が触れ合っただけで、 「生臭い匂い」に集約された違 が生じるようになったのである。
五、おわりに
　
表面上はゆう子が自身の同性愛セクシュアリティに無自覚で
あったとしても、それではなぜ、社会規範を逸脱して 安藝治と性交渉をもったのだろうか。語り手は ばしば比喩や表層のコードに従 語りによって、違 の焦点をずらして語 では、語りにみられる〝ずらし〟が ゆう子 行為におい も当てはまると考えることはできない つまり、異性愛の枠組みからの〈逸脱〉である同性への欲望を、男性との婚前交渉による社会規範からの〈逸脱〉へとずらすことで 自身のセクシュア
リティを抑圧しようとしたのではないだろうか。ゆう子は婚前交渉自体を後悔したり恥じたりする様子がない反面、性愛に関する〈逸脱〉をしきりに気にかけている。その〈逸脱〉が語りの上では婚前交 による逸脱として語られるわけ ある。　
また、ゆう子が男性性の薄い安藝治と性交渉を結んだことも、
彼女のセクシュアリティをめぐる葛藤の表 と解釈でき 雛妓のような「細い頸筋」を持つ物静かな彼ならば、たとえ男であっても許容することができるかもしれないという僅かな望みが、ゆう子の意識下で安藝治へ託されていたのでは か。　
これらを踏まえて、なぜ社会規範を逸脱してまで
渉をもったのかという疑問に立ち戻ると、ゆう子の同性に対する欲望は、彼女にとって社会規範を逸脱して男性と婚前に性交渉をもつより るかに重大な〈逸脱〉であり、受け入れがたいセクシュアリティなのだといえる。だとすれば 安藝治 関係する以前から、彼女の無意識には女性へ 欲望が渦巻き、なお つその欲望を抑圧する強い力が働いて たと考えられる。彼女が自分自身の傷つきをうまく語ることができないのは、セクシュアリティが彼女 アイデンティティを脅かす非常に危う 問題 抑圧しようとする力が強いために言語化 るこ が困難にな からである。
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その一方でゆう子は、傷ついた自己イメージとして湧き上がっ
てくる金魚イメージや、 〈逸脱〉してゆく自分についてなんとか語ろうとも試みている。そこには、男性との性交渉 よっ 膨れ上がった嫌悪感や不快感と、 れらの感覚の源にある女性に対する抑え たい欲望の強い働きが潜んでいる。　
同性愛セクシュアリティを巡る葛藤をイメージや身体感覚を頼
りに語ろうとするのが、 「生血」というテクストなのである。
注
注
注
黒澤亜里子「近代日本文学における《両性の相剋》問題
　
田村俊子
の「生血」に即して」 （ 『ジェンダーの日本史
　
下─主体と表現
　
仕事
と生活─』 （東京大学出版会
　
一九九五年） ）は、 〈新しい女〉たちに
とって最も切実なテーマであった「両性の相剋」について提起した作品 し 「生血」を捉え、 「両性の相剋」を論じる題材として扱っている。鈴木正和「彷徨する〈愛〉の行方─田村俊子『生血』を読む─」 （ 「近代文学研究」第十三号
　
一九九六年二月）は、黒澤論に比
べ作品に寄り添う考察を行っているが、 生血」は「男女の〈性愛〉を巡る搾取の構造が、文学表現として言語化されつつあった」時代の作品と解釈し、男女関係や性交渉に支配・被支配構造を見て取る論となってい 。
注
注 「シネラリア」は音が「死ね」に通じるところから縁起が悪いとされ、この花は現在サイネリアという名で流通している（北澤義弘
「 〔特別寄稿〕シネラリア」 （ 「麒麟」第四号
　
一九九五年三月） ） 。シネ
ラリアの花を摘まんで金魚鉢に浮かべる行為は、ゆう子の金魚殺しを暗示していよう。
注
注
長谷川啓「作品鑑賞」 （今井泰子・藪禎子・渡辺澄子編『短編
　
女性
文学近代』 （桜楓社
　
一九八七年） ）には「男の匂いを発する金魚は
男の形代として刺された」とある。岩田ななつ『文学としての「青鞜」 』 （不二出版
　
二〇〇三年）においても、 「女は金魚の匂いに男の
匂いを感じ、 『刃を握つて何かに立向ひたい』ような憎しみを抱く」と説明されており、金魚すなわち男とい 解釈がなされている。
注
注
渡部周子は『 〈少女〉像の誕生─近代日本における「少女」規範の形成』 （新泉社
　
二〇〇七年）の中で、明治時代の女性について「就学
期にあって、出産可能な身体を持ちつつも結婚まで猶予された期間を少女期と定義し、少女期に付与されたジェンダー規範のうちの一つが純潔規範であると述べる。 「女性が優良な国民を再生産する」ことと家父長制を維持するこ が国民国家の振興に っ 不可欠であったため、未婚の女性が性的な純潔を守り、結婚後も貞節を守って、夫以外の子どもを産まないようにセクシュアリティを管理することが求められ 。そのため、少女たち 規範を内面化するような教育 行われた。

　
ゆう子は未婚の若い女性であり、その装いから中産階級以上に属
す女性である 窺える。渡部の定義した「少女期」にあって、純潔規範をある程度内面化し 女性だと考えられる。

　
生田花世や安田皐月らの貞操論争が大正時代に盛んになったこと
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を考慮すれば、明治時代末頃には既に高等教育を受けた女性たちにおいて純潔規範が内面化され、処女の特権化が起きていたといえるだろう（折井美耶子編集・解説『論争シリーズ
注　
資料
　
性と愛を
めぐる論争』 （ドメス出版
　
一九九一年） ） 。
注
注
山﨑眞紀子『田村俊子の世界─作品と言 空間の変容』 （彩流社
　
二〇〇五年） 。
注
注
フェミニズム批評においては、ゆう の語る「蹂躙」され「汚れ」た女の物語（本論では、これを表層のコードに従った語りとする）と異性愛 枠組みを踏襲す 形で論じられる。こうした論脈 根拠として取り上げられるのが、安藝治の〈笑い〉である。安藝治の〈笑い〉がみられるのは、ゆう子が金魚を殺す前に不意に思い出した昨夜の情景においてである。
　　　
─緋縮緬の紋帳の裾をかんで女が泣いてゐる。男は風に吹きあほられる伊豫簾に肩 上 たゝかれながら、町の灯を窓からながめてゐる。男はふいと笑つた。さうして、

「仕方がないぢやないか。 」

と云つた。─

　
黒澤亜里子は前掲「近代日本文学における《両性の相剋》問題
　
田村俊子の「生血」に即して」の中で、 「男の顔 性的な優越を含んだある種の「笑い」が浮かぶ。この「笑い」が発条 なって、中の憎悪がゆっくりと動き出し、 「男 に向かって焦点を結び始め
る」と述べる。しかし、安藝治の〈笑い〉がどのような性質の笑いであったのかを示す描写はない。安藝治のゆう子に対する言動をみるかぎり、彼がゆう子に「性的 優越」を示す支配的な様子も窺えない。黒澤の言う「性的な優越を含んだ」笑いとは、男女関係において支配する男・支配される女を見出そうとする論者 関心に引きつけた解釈によ ものだ 考えられる。
注
注
堀切直人『浅草
　
大正篇』 （右文書院
　
二〇〇五年） 。
注
注 〈言分け〉は言葉による世界の分節化を意味する（丸山圭三郎『言葉と無意識』 （講談社現代新書
　
一九八七年） ） 。
注
注
田村俊子の「悪寒」 （ 『田村俊子作品集』第一巻（オリジン出版センター
　
一九八七年） ）は、 「私」が友人に対する以上の特別な好意を
寄せていた女性「あなた」に語りかけ 形式 テクストである。 「悪寒」の末尾には、 「私」と「あな 」の戯れを唐突に金魚イメージで語る箇所がある。

いつか二人が話したやうに、金魚が池の中で泳いでゐるやうに私たちの心もこの廣い世界の眞中へ泳 して、さうして勝手気儘に二人して尾鰭を振つて遊ば と思つた事も、いつの間にか過ぎてしまつて、さうして消えてしまひました。

　
女性同士の親密さや女性の同性愛セクシュアリティを表現するモ
チーフとして、田村俊子のテクストには金魚イメ ジの連鎖があるといえるだろう。
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注
注0
ゆう子が嗅ぎ取った不快な匂いをはじめとする、金魚イメージにまつわる感覚も幻覚だと考えられる。彼女は「生臭い金魚の匂ひ」を「男の匂ひ」だと「ふと
思つて
」ぞっとするが、その匂いを〝嗅い
だ〟とは語っていない。 「日光に腐爛してゆく魚のやうな臭気」も嗅ぎ取ったのではなく「
思はれた
」のであり、 「矢つ張り腐つた肉に包
まれてるやうな人間」であると「思つ 」のである。

（傍線筆者）
注
注注 「青鞜」創刊号に掲載された初出の「生血」は、その後単行本に収録される際、次に引用する箇所に変更 加えられ 。

　
安藝治は演技が番組を繰り返して同じ事をやる様になつても
帰らうと云はなかつた。
ゆう子もこの小屋を出たくはなかつた。
折角暗い巣を見付けながら、又明るい光りを眞面に浴びるのは辛かつた。 つまでも、夜るになるまで居られるものならかうして居たいと思つた。ゆう子は高いところに腰をかけて何も考へる力もなく、唯ぼんやりと半分は眠つてゐた。

（傍線筆者）

　「暗い巣」とは、蝙蝠の住処を表すと考えられる。初出のテクストでは、ゆう子と蝙蝠との結びつきが明示されていたのである。単行本収録時に傍線を付した引用箇所は削除された。これによっ 、ゆう子と蝙蝠との繋がりはテクストの表面から抑圧 るが、単行本に収録されたテクストには、ゆう子 持ち物である「洋傘」に「かうもり」というふり仮名が付された。雛妓 持 傘は「絵模様の朱の日傘」であり、ゆう子の「洋傘」とは区別されている。
注
注注
佐藤義寛「中国吉祥物考（二）─金魚と蝙蝠─」 （ 「文芸論叢」第四十九号
　
一九九七年九月）
注
注注
丹治愛はブラム・ストーカー著、新妻昭彦・丹治愛訳『ドラキュラ【完訳詳注版】 』 （水声社
　
二〇〇〇年）の中で、 「この男は私のもの
だ」というドラキュ の言葉について「ドラキュラのホモセクシャル的欲望を暗示する言葉だが、この欲望は以後、テクストの表面からは抑圧され」ると述べ、この言葉がストーカーの「創作ノート」に頻出する言葉であることにも言及している。

　
ドラキュラの言う「この男」はジョナサン・ハーカーという男で、
ドラキュラは彼を長期間に渡って自分の城に監禁する。ハーカーに近しい女たちばかりがドラキュラに襲われることから、ドラキュラはハーカーを苦しめて快感を得ようとしてい か ようでもある。
注
注注
石堂藍「入門講座
　
海外ホラーの主役たち（
注）　
吸血鬼」 （ 「日本経
済新聞」夕刊
　
二〇一三年七月十一日） 。吸血行為が性行為を象徴
しているという同様の指摘は、種村季弘『吸血鬼幻想』 （河出文庫
　
一九八三年）にもある。
　

　
本論は修士論文「金魚幻想─日本近現代文学における金魚─」の
中の一章を書き改めたものである。引用はすべて『田村俊子作品集』第一巻（オリジン出版センター
　
一九八七年）に拠り、適宜新字体
に改めた。

（あきもと
　
かおる
　
二〇一四年修士課程修了）
